
平成２１年度決算の状況平成平成２１年度決算２１年度決算の状況の状況

全日本テニス選手権
（混合ダブルス）優勝！

当行の植木竜太郎選手と
クルム伊達公子選手とのペア
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信用コスト
（不良債権処理費用等）

コア業務純益

経常利益

当期純利益

損益の状況

経済環境が厳しいなか、コア業務純益は減益となりましたが、信用コスト

の大幅な減少により、経常利益と当期純利益は増益となりました。

＜ 利益と信用コスト（不良債権処理費用等）の推移 ＞
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預貸金・預り資産残高の状況

＜預貸金残高推移（単体）＞
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（億円）

（単位：億円）

前年度比 増加率

総預金等 44,496 46,088 ＋1,592 ＋3.6%

うち個人預金 29,426 30,244 ＋818 ＋2.8%

預り資産 3,729 3,982 ＋253 ＋6.8%

総預金等＋預り資産 48,225 50,070 ＋1,845 ＋3.8%

総貸出金 33,681 34,221 ＋540 ＋1.6%

うち個人融資 8,793 8,871 ＋78 ＋0.9%

２１/３ ２２/３

預金等残高

貸出金残高

預貸金残高の推移（単体）預貸金残高の推移（単体）

２２/３

0

総預金等と
預り資産の

合計は
５兆円を突破

（四国初）

いずれも
１３年連続

で増加

（全国銀行で
当行のみ）

総預金等と預り資産（投資信託等）の合計は、５兆円の大台を突破いたしました。

預金・貸出金ともに、１３年連続で増加しております。
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都銀・信託

6.9% 当行以外の

地銀 7.1%

第二地銀

21.7%

信金

11.6%

預金等の状況

● 約８割 が、愛媛県内のお客さまのご預金です。

＜愛媛県内預金残高　当行シェア（２２/３末）＞＜愛媛県内預金残高　当行シェア（２２/３末）＞

（注）銀行・信用金庫でのシェア

皆さまからのご預金は 当行の 「ビジネスモデルの柱」 です。　

引き続き ご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます。　

５割超 のシェア５割超 のシェア

預金等残高は、４兆６，０８８億円 （前年度比＋１，５９２億円） となりました。

愛媛県内
79.6%

海外等
0.3%中国

4.4%

近畿
2.2%

東京・名古屋

5.9%

四国
4.1%

九州
3.5%

愛媛県内

79.6%

愛媛県内の
お客さまが

約８割

愛媛県内の
お客さまが

約８割

近畿、東京・名古屋、海外を除く

瀬戸内圏域では ９割超

近畿、東京・名古屋、海外を除く

瀬戸内圏域では ９割超

当行

52.7%

＜当行預金等残高 地域別構成比＞＜当行預金等残高 地域別構成比＞

愛媛県内における 当行のシェアは５割 を超えております。
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都銀・信託
11.8%

第二地銀
25.9%

信金
8.4%

当行以外の
地銀　15.2%

●　愛媛県を中心に、瀬戸内圏域のお客さまに広くご利用いただいております。

　　　（ 約６割 が愛媛県内、８割超 が瀬戸内圏域 のお客さまです。）

貸出金の状況

＜当行貸出金残高 地域別構成比＞＜当行貸出金残高 地域別構成比＞ ＜愛媛県内貸出金残高 当行シェア（２２/３末）＞　＜愛媛県内貸出金残高 当行シェア（２２/３末）＞　

貸出金残高は、３兆４，２２１億円 （前年度比＋５４０億円） となりました。

四国
6.2%

中国
9.4%

近畿
6.4%

東京・名古屋
12.1%

九州
6.7%

愛媛県内
59.2%

愛媛県内

59.2%

愛媛県内のお客さまが 約６割
瀬戸内圏域の構成比は ８割超

愛媛県内のお客さまが 約６割
瀬戸内圏域の構成比は ８割超

当行

38.7%

約４割 のシェア約４割 のシェア

（注）銀行・信用金庫でのシェア
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開示不良債権の状況
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2.0%

3.0%

4.0%
開示不良債権額

開示不良債権比率

開示不良債権は、額・比率とも　減少傾向開示不良債権は、額・比率とも　減少傾向

＜開示不良債権額・比率推移＞

７７７億円

健全性の目安となる開示不良債権比率は、２．１９％ と
引き続き低い水準を維持しております。（地方銀行平均 ３．０８％）

経営改善へのご支援に努め、不良債権の縮減を目指します。

（億円）

（注）開示不良債権 ・・・ 金融再生法により、一定の基準に基づき、金額の公表が義務付けられている債権

２２/３２１/３２０/３１９/３１８/３

開示不良債権額 開示不良債権比率

２．３５％
２．６４％

３．２９％

２．４９％

不良債権比率 ２．１９％不良債権比率 ２．１９％

８２０億円８９１億円１，０５８億円７８２億円
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有価証券評価損益 と 自己資本比率の状況

有価証券評価益は１，００２億円と 地銀トップクラス を維持しております。

連結自己資本比率も １１．８７％と高水準で、健全性は十分です。
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有価証券評価損益 日経平均株価
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10.0%

11.0%
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1,002億円

11.87％

8.86％

0%

＜有価証券評価損益（単体）の推移＞ ＜連結自己資本比率の推移＞

地方銀行で
トップクラス

連結自己資本比率 連結Ｔｉｅｒ１比率

２２/３ ２２/３
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財務面の特徴（２１年度）

健全性と成長性は、十分な水準を維持しております。
今後は、収益性のさらなる向上を目指してまいります。　　

　　　　　＜地銀平均に対する偏差値＞

　　　　　　　　地銀平均＝50
　　　　　　　　当行
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当行実績 ： 1,031億円
地銀平均 ：　 278億円

当行実績 ： 11.35％
地銀平均 ：  7.35％

当行実績 ： 11.37％
地銀平均 ：  8.05％

当行実績 ：　  0.08％
地銀平均 ： ▲5.92％

当行実績 ： 59.03％
地銀平均 ： 68.95％

当行実績 ： 3.90％
地銀平均 ： 4.40％

当行実績 ： 11.87％
地銀平均 ： 11.73％

預金等平残増加率（過去３年）

貸出金平残増加率（過去３年）

コア業務粗利益増加率
（過去３年）

ＯＨＲ
（経費／コア業務粗利益）

ＲＯＥ
（当期純利益／資本合計）

有価証券含み益（連結）

不良債権比率
（金融再生法）

当行実績 ： 2.19％
地銀平均 ： 3.07％

自己資本比率（連結）

健全性 成長性

収益性
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